
 

進 路  ～自分の道を切り拓こう～    

 

進路の選択にあたって 

１．進路選択についての留意点 

①志望校はできるだけ早く決定する＝目標を持つ 

②現実を見つめて選択する・・・自分にとって本当に適しているか？ 

③高校の内容・設備を考える・・・学習内容・通学にかかる時間・費用，ホームページ等で確かめる 

④「普通科」「総合学科」「専門学科」について・・・卒業後どうするのか見通しを持つ 

 

２．入学試験について 

一般入試 

私立・・・基本は５教科・（面接）※一部に科目数の違う学校も 

進路を決めるにあたって 
・今後の見通しを持とう 

行き当たりばったり，その場しのぎは通用しない。 

・正しい情報を集めよう 

去年と同じ・・・ではありません。状況は毎年変わります。 

・目標を定めよう 

自分の目標を持たなければ意欲がわいてこない。 

・授業・生活をしっかりやろう  

これが全ての分かれ目。君は「成功する人？失敗する人？」 

・基礎学力を固めよう 

土台がいい加減な建物はちょっとした地震でも崩れて落ちてしまう。 

   講座・シュートクに真剣に取り組んでいますか!? 

・現実を見つめよう 

厳しい現実に直面。でも逃げないでごまかさないで！ 

評価について 
・テストの点数だけでは評価されない。 

授業態度・提出物こそ重要 

日々の授業を大切に！  

・技能教科を大切に 

技能教科は入試当日には実力を発揮 

できません。 

技能教科の成績も合否の判定材料に。 

 第 3学年 

 

何で評価されるか？ 
〇意欲的に授業に取り組む 

ノート，ワーク，レポートを提出している。 

積極的に発言し，作業も丁寧。 

忘れ物なし！先生の話をしっかり聞ける。 

×やる気がなく，嫌々授業に取り組む 

ノート，ワーク，レポートが提出できない。 

先生の話を聞かない・聞けない。 

２分前着席できず，忘れ物も多い 
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公立・・・１日目  国語・理科・英語の学力検査 

２日目  社会・数学の学力検査 ＋（実技・面接） 

 

 

推薦入試 

①学力検査等を行わないで「調査書」「推薦書」「面接」で決定（実技，作文を実施するところもある） 

②推薦条件（この条件を満たさないと×） 

動機や理由が明白かつ適切であること。  適性や興味・関心があること。 

③推薦要件（入学後も期待されること） 

リーダーの素質 学力 部活動などの技能や実績。 

 

３．推薦入学制度について 

①近年の状況・・・少ない推薦枠に多くの希望者 

推薦も一般入試も不合格という生徒あり（一般入試で合格できる学力が必要） 

②推薦入学制度実施校 

公立…職業に関する学科 体育科 総合学科 普通科（各コース） 

私立…すべての私立に推薦入学制度がある 

③注意事項 

・全員が推薦できるわけではない。 

・学校推薦に決まっても合格できるわけではない。 

・高校側が選抜する。 

・不合格でも一般入試で再受験できる。 

・合格したら原則他の受験はできない。

・安易な推薦希望は失敗の元！ 

 

 

 

どんな生徒が成功していったか？ 

・素直に努力した人 

（授業中の集中力） 

（態度，姿勢，身だしなみ） 

・早めに気づいてスタートした人 

（志望校の決定，家庭学習の定着） 

・面接で自分をアピールできた人 

（自分の考えをしっかりと言える） 

・すべて自分に返ってくると気づいた人 

 

どんな生徒が失敗していったか？ 

・受験を軽く見た人（推薦で行こう？） 

・世の中を甘く見ている人  

（誰かが助けて・・・） 

・そのときになったら頑張ると考えた人 

（じゃいつやるの） 

・高校の先生の目を意識できなかった人 

（勉強，身だしなみ，生活態度） 

・面接がうまくいかなかった人 

（自分をアピールできない） 

・塾の勉強はやるが，授業はいいかげんな人 

・すぐに人のせいや言い訳をする人 

①時間を守れない生徒（遅刻，2 分前着席） 

②身だしなみを理解しない生徒 

  （シャツ出し，頭髪，袖ホック等） 

③自問清掃が不真面目な生徒（奉仕の心） 

④規則を守れない生徒（規範意識） 

⑤わがままな生徒（自己中） 

⑥挨拶のできない生徒（礼儀） 

すべては自分に！ 
・受験では学校や保護者は全面的に協力しますが，最終的には，自分にかかっています。 

・厳しい言い方をすれば，受験の失敗は誰のせいでもなく「自分のせい」 

忘れ物した。 遅刻した。 講座・シュートクを適当にやった。 

授業に集中できない。 キチンと身だしなみが出来ない。 

                         



私立入試（一般） 
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第1回  

 

 

 

 

第１回 

  各種進路資料の提供  

７ 

 

中間  

 

  

 

     

８ 

弱点の補充 

    補強 

  

 

第2回  

  

 

  保護者懇談会  

体験入学等※２ 

 

９ 

 

 

 

応用力総合力の

養成・判定 

   第２回   募集定員の発表 

体験入学等※２ 

修学旅行 

運動会 
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期末 

 

 

第３回 

    体験入学等※２ 合唱コンクール 

11 

 

 

 第１回  

第３回 

 進路説明会※３ 

各種進路資料の提供 

 

12 

 

中間  

 第２回     

三者懇談（私立・公立）※４ 

 

１ 

私立入試（推薦） 

 

 

 

公立入試（推薦） 

  

 

 

 第３回  私立出願  

２ 

 

期末 

 

 

 

直前 

    三者懇談（公立の確定）※４ 

 公立出願 

 

３ 

公立入試（一般）  

 

 

    卒業式 

 

私立は確定・公立もほぼ決定 

進路に関する行事 

  ①進路希望調査   ※１…３回実施予定。学科･コースまで具体的にお知らせ下さい。 

  ②体験入学等   ※２…高校の雰囲気を知る大事な機会です（詳細は後日）。 

また、多くの学校で「説明会」「秋の学校公開」も行われています。 

  ③進路説明会     ※３…県教委や公立学校・私立学校から入手した進路情報や，受験に関わる手続きの 

仕方・日程などについての説明会です。 

④三者懇談       ※４…生徒・保護者・担任で進路について話し合い，受験高等を決定をします。 

※１ 

前・後期（定期テスト４回） 


